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人口と世帯�
（平成18年4月1日現在）�

人口�

男�

女�

世帯数�

77,458�

39,551�

37,907�

31,805

人�

人�

人�

世帯�

790�

431

人増�

人増�

359人増�

384世帯増 

※世帯数および人口は、住民基本台帳�
　と外国人登録によるものです。�

 4.15
市役所の代表電話は�

042-378-2111�
FAX042-377-4781

▼
�

毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

■主な新規施策 （単位：万円）

予算額内　　　　　　容事　　業

８６０

（仮称）健康プラザ建設について、市民の健康づくりの機能を
中心に、病院との連携や健康サービスのあり方など、地元環
境整備を踏まえた基本計画を策定し、最適な事業手法の検討
調査を行います。

（仮称）健康プラザ基本
計画策定及び事業手法
検討調査

１３

市立学校について、苦情などの相談を受ける「アドボカシー
室」を設置します。相談員は教育分野の知識が豊富な専門家
を配置します。なお、組織上は市立学校と切り離し、現行の
アドボカシー審査会を拡充します。

学校アドボカシー室の
設置

４００
市民と市との協働で違反広告物の撤去を行います。なお、広
告物撤去協力員の帽子、腕章、ユニフォーム、環境パトロー
ル車の整備を図ります。

違反広告物撤去協力員
制度の実施

５，０３０
公共下水道事業（汚水）第三期事業として坂浜平尾地区の整備
に着手するため、基礎調査及び手続等を行います。

公共下水道（汚水）第三
期事業

３１２
稼働能力のある被保護者の経済的自立を図るため、履歴書の
書き方や面接の受け方、ハローワークへの同行など、就労指
導や援助を行う専務的非常勤職員を１人配置します。

生活保護就労支援員の
配置

３９６
建設予定の児童デイサービスセンターで実施します。障害児
や発達障害児の早期発見、早期療育を目的とします。言語療
育・理学療法などと療育相談を行います。

障害児療育・療育相談
事業の実施

１３２
産前産後の精神的肉体的に負担の大きい子育て家庭に対し、
家事の支援を行うヘルパーを派遣することで、育児・養育の
支援を行います。

育児支援ヘルパー派遣
事業

９６
充実した学校教育を実現するために、市全域を視野に入れた
学区のあり方などについて検討する委員会を設置します。

市立学校適正学区等検
討委員会の設置

１７
防犯の専門家や警察のＯＢなどであるスクールガード・リー
ダーが学校の巡回指導やスクールガード（学校安全ボランテ
ィア）に対する指導を実施します。

スクールガード・リー
ダー巡回指導の実施

　１８年度当初予算が２月２８日から開かれた市議会第１回定例会で可決成
立しました。予算総額は、全会計で４７５億１，４２３万円（表１のとおり）で、
前年度に比べ３．８％の減となりました。市の予算の中心となる一般会計の
予算規模は、２３８億６，８００万円と、前年度に比べ７．８％の減となりました。
第三次長期総合計画に基づいた事業を中心に実施するための財源を確保
し、市の将来都市像である「緑につつまれ友愛に満ちた市民のまち稲城」
を実現するための、「心と心のふれあいを大切にした自立と共生のまち
づくり」を基本理念に、施策を推進していきます。さらに、第三次行政
改革による事務事業の見直しと行政基盤の確立、時代に即した施策展開
を行い、健全財政を目指して編成しています。１８年度は、①都市基盤整
備　②福祉・教育の充実　③市民とのふれあいと協働　④安全と活力あ
るまちづくりの４点を重点に取り組む予算としています。

▽問い合わせ　財政課財政係

表１　１８年度会計別予算
増減率
（％）

C増減額
（Ａ－Ｂ）B １７年度予算額A １８年度予算額区　　分

△７．８△２０億２，０００万円２５８億８，８００万円２３８億６，８００万円一 般 会 計
３．２１億８，５１６万円５７億５，６８３万円５９億４，１９９万円国民健康保険事業特別会計
１０．６３億　 ５８万円２８億４，６６６万円３１億４，７２４万円土地区画整理事業特別会計
△２０．５△４億４，７１４万円２１億７，６２７万円１７億２，９１３万円下 水 道 事 業 特 別 会 計
△４．３△１億４，３７９万円３３億３，８６７万円３１億９，４８８万円老 人 保 健 特 別 会 計
２．７６，０３０万円２２億６，５７９万円２３億２，６０９万円介 護 保 険 特 別 会 計
２．９１億９，０８３万円６４億９，５１７万円６６億８，６００万円病 院 事 業 会 計
１．８１，１００万円６億　９９０万円６億２，０９０万円受託水道事業特別会計
△３．８△１８億６，３０６万円４９３億７，７２９万円４７５億１，４２３万円合　 　 計

18年度予算の概要�18年度予算の概要�

■主な見直し事業 （単位：万円）

影響額内　　　　　　容事　　業

△ １１２

地方公務員法第４２条に基づき、職員互助会を設置し、会員の福
祉増進を目的に福利厚生事業を行っていますが、市の交付金に
よる実施事業の見直しを図ります（１人年額１６，８００円を１５，０００
円に減額）。

職員厚生費の減額

△　１０執行実績から、１８０万円を１０万円減額します。市交際費の見直し

△ １５９
商品券販売傾向の実績から、発行総額を１億円から８千万円に
減額し、期間内の販売を容易にし、商店の販売体制の充実を図
ります。

市内事業所共通商品
券発行額の縮小

△　２４
毎月約４３０通を送付していますが、口座振込の約３３０世帯につい
ては、年度当初に年間支給日を通知する方法に変更します。

生活保護費支給通知
の簡略化

■主なレベルアップ施策 （単位：万円）

予算額内　　　　　　容事　　業

１，８７５
市ホームページを全面改定し、誰にでも閲覧しやすくするた
めのシステムを導入します。また、情報提供が効率的に行え
るようにします。

市ホームページリニュ
ーアル事業

５，０１６
国民健康保険被保険者への出産育児一時金支給額を３０万円か
ら３８万円に引き上げ、次世代育成支援及び少子化対策に考慮
するとともに出産費用を軽減するために充実を図ります。

出産育児一時金支給額
の引き上げ

１１，９４７
ＪＲ南武線南多摩駅前・矢野口駅前、京王線若葉台駅前の３
カ所で、定員３０人規模の認証保育所が新設されます。その運
営費を助成します。

認証保育所の活用

１７，３３９
乳幼児医療費助成制度の対象者のうち、所得制限を超えてい
ても助成を受けることができる無料化の対象となる歳児を、
現行の２歳未満から３歳未満へ引き上げます。

乳幼児医療費助成無料
化歳児引き上げ

７８，５５７
児童手当法の改正に合わせて、所得制限の緩和及び対象児童
の小学校３年終了前から小学校６年終了前までの引き上げを
行います。

児童手当の拡大

１，６１５
安定的なバス事業の運営を目指すとともに、利用者からの要
望が多い運行間隔の短縮を図るため、既存ルートの中で新た
に試行運転を実施します。

�バス事業の路線充
実強化（試行運行）

１０，０１２

私立幼稚園などに在籍する幼児の保護者に対して、保育料の
一部を補助することで保護者の負担を軽減し、幼稚園振興の
充実を図ります。市の補助金については、月額２，７００円を
２，９００円に引き上げます。また、都の補助金も改正により増
額となります。

私立幼稚園等園児保護
者負担軽減補助金

１６８

文部科学省の「英語が使える日本人」育成のための行動計画
に基づき、市内小学校の英語活動の充実を図ります。また、
教員の指導力向上を図るための研修の充実及び外国語指導助
手による英語活動などの時間の充実を図ります。

小学校英語活動の充実

歳入当初予算額　２３８億６，８００万円（一般会計）�

市税�
１１９億４，１１８万円�

５０．０％�
国庫支出金�

１８億７，５３６万円�
７．９％�

その他�
１７億２，６３２万円�

７．２％�

都支出金�
３４億８，２８９万円�
１４．６％�

市債�
１２億３，１００万円�

５．２％�

繰入金�
１０億５，１９６万円�

４．４％�

地方消費税交付金�
７億３，０４４万円�
３．１％�

地方交付税�
７億２，９００万円�
３．０％�

地方譲与税�
６億７６０万円�
２．５％�

使用料及び手数料�
４億９，２２５万円�
２．１％�

歳 入�

歳出当初予算額　２３８億６，８００万円（一般会計）�

民生費�
７７億９，６２２万円�
３２．７％�

土木費�
３５億９４２万円�
１４．７％�

その他�
４億８，３３５万円�
２．０％�
�

教育費�
３９億６９３万円�
１６．４％�

衛生費�
２７億５，５１７万円�
１１．５％�

総務費�
２７億４，３２３万円�
１１．５％�

公債費�
１８億３，９５６万円�

７．７％�

消防費�
８億３，４１２万円�
３．５％�

歳 出�

総務費　３５，７７１円�民生費　１０１，６６０円�衛生費　３５，９２７円�土木費　４５，７６２円�

その他　６，３０２円�消防費　１０，８７７円�教育費　５０，９４５円�公債費　２３，９８７円�

議 会 費�
労 働 費�
農 林 費�
商 工 費�

　予 備 費　�
※人口は１８年１月１日現在（７６，６８９人）です。

市市民民１１人人当当たたりりのの一一般般会会計計歳歳出出予予算算額額（（３３１１１１，，２２３３１１円円））



１８・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（２）

　つの柱�　つの柱�　つの柱�666
１８年度予算� 第三次�

長期総合計画�
第三次�
長期総合計画�

※これらの施策は、長期総合計画の項目に基づき抜粋
表記したものです。よって、項目ごとの内容・金額
などが重複している場合があるとともに、全項目の
合計は総予算額とは異なります。

市民とともに進める
心豊かなまちづくり

 １６億７，８５８万円
11
の柱の柱

共に学び
ふれあいのあるまちづくり

 ２７億１，０６０万円
33
の柱の柱

市民生活の活力を支える
にぎわいのあるまちづくり

 １億１，９０６万円
66
の柱の柱

【身近で生活にとけこむ産業の振興】 ９，９１６万円
○都市における農業の支援（環境保全型農業推進、
農業緑地等育成事業、農業環境対策推進事業な
ど）
○市民に親しまれる農業の推進（農産物品評会経
費、市民と歩む活力ある農業推進協議会、ファ
ミリー農園整備委託、市民交流事業補助金）
○都市における近代的な工業・建設業の育成（小
口事業資金融資あっせん事業、信用保証料補助
金など）
○活気にあふれた商業地（商店街振興経費）
○市民に親しまれる商業の育成（商工会経費、Ｉ
のまちいなぎ市民祭産業まつり部門、公衆浴場
助成事業）
○活力ある産業の育成（中小企業勤労者福祉サー
ビスセンター事業、就労支援事業、はつらつワ
ーク稲城運営費補助事業）
○観光資源の創出〔観光事業の推進、ゴルフイベ
ント優勝者副賞（梨など）、地域ブランド創出事
業補助金、姉妹都市観光発信補助金〕

【豊かな地域生活のために】 １，０４７万円
○自立した消費生活推進（消費生活関係事業、稲
城くらしフェスタ開催など）
○消費生活の向上（生活資金融資あっせん事業、
消費者ルーム運営事業など）

【高度情報化社会に対応したまちに】 ９４３万円
○情報を伝える手段の拡充（ＣＡＴＶ活用による
広報の充実）
○市ホームページの拡充（携帯電話版ホームペー
ジの充実）

【誰もがいきいきと学び続けられるまちに】 １０１万円
○生涯学習推進事業の充実（宅配便講座、子ども
１００ポイントラリー、ＩＣカレッジの運営など）
○生涯学習の機会の充実（学校開放事業）
【子どもたちの生きる力と心を育てるまちに】 ２２億１，７５８万円
○幼児教育に対する援助（私立幼稚園就園奨励、
保護者負担軽減補助など）
○教育内容の充実（教育指導に関する経費、教育
相談関係費など）
○教員研修と教育資料の充実（教育研究・教育研
修、教育指導行事に関する経費など）
○学校施設・設備の充実（第三小学校体育館大規
模改修、ニュータウン内小・中学校の買取事業、
小・中学校管理運営、小・中学校保健安全関係、
小・中学校行事等関係、小・中学校教育振興な
ど）
○学校給食の充実〔学校給食共同調理場管理運営、
調理運営（調味料補助など）〕

○障害児教育の充実（心身障害学級等補助員賃金
・介助員報酬）
○青少年育成環境の整備（青少年委員関係費、青
少年育成地区委員会、稲城ふれあいの森運営）
○青少年の社会参加の促進（青少年指導者育成事業）
【学習やスポーツを通じたふれあいのあるまちに】 ４億６，９１０万円
○生涯学習の拠点としての社会教育基盤の整備充
実（文化センターの管理運営費、新文化センタ
ー建設計画など）
○公民館事業などの充実（グループ・団体活動の
支援及び育成、社会教育活動振興、公民館主催
事業、視聴覚教育事業など）
○図書館事業の充実（中央図書館等運営、城山体
験学習館管理運営、赤ちゃんへの絵本支援事業
など）
○スポーツ・レクリエーション活動の振興（スポ
ーツ教室、体力づくり運動推進、市民体育大会
運営委託、プール運営、市立公園内運動施設管
理運営など）
○公共施設の弾力的運営（体育館個人・団体開放）
【歴史と文化を大切にするまち】 ２，２９１万円
○文化・芸術活動の推進と支援（Ｉのまちいなぎ
市民祭事業　文化祭・芸術祭部門補助金、サロ
ンコンサート補助金）
○文化財保護思想の普及（文化財講座、古民家復
原、文化財展示など）
○文化財資料の収集と調査（文化財調査報告書等
作成など）

【誰もが心豊かに暮らせるまちに】 ６４０万円
○心豊かな暮らし（市民憲章運動推進事業、
人権啓発事業）

○平和に暮らせるまち（平和都市宣言関係事業）
○男女平等意識の醸成、男女共同参画への取
り組み（女性・青少年関係事業、女性行動
計画の推進、女性の悩み相談事業、女性問
題を考えるフォーラム事業）

○国際交流の推進（国際交流事業委託、日本語
ボランティア養成（初級・フォローアップ研
修）講座、ユージン市教育交流事業交付金）

○大空町（旧女満別町）との交流（児童との交
流、芸術文化交流など）

【市民と協働のまちに】 ９，２１３万円
○地域活動の支援（自治会等関係費）
○Ｉのまちいなぎ市民祭事業ふれあいまつり
部門補助金

○コミュニティづくりの推進（地域振興プラ
ザ関係事業）

○積極的な行政情報の提供（市ホームページ
運営経費）

○広報活動、広聴活動の充実（広報及び生涯
学習だよりの発行、市長への手紙など）

○審議会や各種委員会などへの市民参加

【健全な行財政運営】 １５億８，００４万円
○計画的な行政運営（行政改革、行政評価、
研修、電算管理運営経費、健康診断、採用
・昇任試験、職員管理費、統計調査、資産
公開など）

○計画的な財政運営（各種基金の積立、市税
の賦課徴収など）

○広域的な行政展開（一部事務組合負担金など）
○行政サービスの向上（窓口サービス、住民
基本台帳ネットワークシステム、戸籍電算
化システムなど）

【安心して暮らせるまちに】 ２１億５，３９６万円
○計画的な土地利用の推進（都市計画審議会）
○土地利用の適切な運用（生産緑地地区都市計画変更図
書策定）
○市街地の整備（榎戸、矢野口駅周辺、稲城長沼駅周辺、
南多摩駅周辺、南山東部などの区画整理事業）
○道路網の整備（道路維持補修、道路改修整備など）
○鉄道交通の充実（南武線連続立体交差事業）

○バス交通の充実（　バスの既設路線の拡充など）
○河川・水路の整備と保全（排水門管理・雨水排水ポン
プ場管理・公水路等のしゅんせつなど）

【うるおいとゆとりのまちに】 ３億４，３６１万円
○公園の整備改良（上谷戸緑地体験学習館指定管理料、
公園改修整備工事、施設維持補修工事など）
○緑地の整備、創出（自然環境保全審議会、いなぎグリ
ーンウェルネス財団助成金など）
○水に親しむ空間づくり（三沢川側道整備調査設計委託
・整備及び照明等工事）

水と緑につつまれた
やすらぎのあるまちづくり

 ２４億９，７５６万円
55
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健康で安心して暮らせる
おもいやりのあるまちづくり

 ７４億９，４８４万円
22
の柱の柱

【健康づくりと医療の充実したまちに】 ８億４，２５２万円
○健康づくりの環境整備〔（仮称）健康プラザ基本計画策
定及び事業手法検討調査、健康づくり推進事業〕
○生涯にわたる健康づくり〔妊婦健診、乳幼児健診、予
防接種（個別・集団）、老人保健事業（基本健診、がん
検診など）など〕
○地域医療体制の充実（保健・医療、福祉の連携強化、
包括的な医療体制の確立）
○市立病院の充実（マルチスライスＣＴの導入、医用画
像情報システムの構築）
○救急医療体制の充実（救急情報の的確な把握と提供、
休日急病診療事業など）

【社会福祉の充実したまちに】 ５７億３７万円
○福祉の環境整備（民生委員活動費、保護司会補助など）
○地域福祉推進基盤の整備（保健福祉推進委員会設置、
社会福祉協議会運営費、福祉センター事業（指定管理
料）、災害見舞金など）
○在宅サービスの充実とサービス基盤の整備（老人福祉
関係事務事業、老人福祉施設整備・措置関係費、老人
福祉週間事業、老人医療関係事業、在宅高齢者支援事
業、介護予防・地域支え合い事業、介護サービス利用
料助成事業など）
○安心できる生活基盤の確保（高齢者住宅改修費助成、
高齢者世帯居住安定事業など）
○生きがいに満ちた生活の実現（権利擁護センター事業、
はつらつワーク稲城運営費補助事業、シルバー人材セ
ンター運営費補助事業など）
○障害者（児）の生活支援〔心身障害者福祉関係事務事業、
自立支援医療等給付事業、補装具費給付事業、心身障
害者福祉手当等関係事業、心身障害者団体等市補助、
在宅心身障害者ヘルプ事業、在宅援護事業、障害者施
設整備事業、障害者自立支援事業、障害者（児）の社会
参加と自立の支援、福祉センター事業など〕
○保育事業の充実（第一～第五保育所運営、私立保育所
運営委託・増築工事補助、認証保育所運営等補助、病
後児保育運営委託など）
○子育て支援サービスの充実（児童手当、乳幼児医療費
助成、ファミリー・サポート・センター運営事業、子
ども家庭支援センター運営事業など）
○子どもの健全育成事業の充実（児童館運営事業、学童
クラブ運営・整備事業など）
○ひとり親家庭の支援（ひとり親家庭医療費助成など）
○低所得者福祉の充実（生活保護関係事業）

【社会保険制度の充実したまちに】 ９億５，１９５万円
○国民健康保険事業への繰り出し
○介護保険事業への繰り出し

【安全なまちに】 ２億９１０万円
○防災対策の推進（災害対策備蓄資機材の充
実、コミュニティ防災センター管理業務、
国民保護計画策定、地域防災訓練実施、自
主防災組織育成事業など）　

○交通安全対策の推進（交通安全施設等整備
管理事業、放置自転車対策の推進、街路灯
・防犯灯整備管理、交通安全運動など）

○防犯対策の充実（防犯グッズの配布、学校
セーフティ指導員の配置、小中学校防犯カメ
ラ・モニター付オートロック設置工事など）

○消防・救急体制の充実（消防施設・設備の
充実、消防団関係費、救急救命士処置拡大、
薬剤研修負担金など）

【共生のまちに】 １７億２２３万円
○環境との共生（違反広告物撤去協力員制度
の実施、電気自動車の活用、まちをきれい
にする市民条例の実践、清掃思想普及及び
 塵  芥 処理など）
じん かい

○循環型社会づくり（家庭 剪  定 枝リサイクル、
せん てい

廃棄物の減量化と処理体制の充実、エコセ
メント事業など）

○公害の抑制（公害測定、河川水質調査、公
害パトロールなど）

【快適なまちに】 １１億７，６１０万円
○住宅・住環境の向上（高齢者住宅改修費ア
ドバイザー派遣、高齢者住宅借上料など）

○上水道の安全で安定した供給
○下水道整備区域の拡大（第三期公共下水道
事業基礎調査事業、流域下水道事業）

○下水道の適切な維持管理

環境にやさしく
安全で快適なまちづくり

 ３０億８，７４２万円
44
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（３）　代表電話は３７８－２１１１番 １８・４・１５

　

昨
年　

月
の
議
会
で
、
指
定

１２

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め

の
条
例
制
定
と
関
連
す
る
条
例

の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
を
設
置
し
、
既
存
の
施

設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
を
踏
ま
え
、
施
設
の
設
置

目
的
を
効
果
的
に
達
成
で
き
る

団
体
と
し
て
、
昨
年
度
ま
で
管

理
運
営
し
て
い
た
団
体
を
指
定

管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
設
の
上

公の施設と指定管理者について（１８年度指定）
指定の期間指定管理者の名称など施設の名称

４月１日～
２３年３月３１日

大丸自治会大丸地区会館（注１）
矢野口自治会松葉集会所（注１）
押立自治会押立ふれあい会館（注１）
坂浜自治会上谷戸緑地体験学習館
（福）東保育会第六保育園
（福）稲城市社会福祉協議会福祉センター
（財）いなぎグリーンウェル
ネス財団（総合体育館内）

公園・緑地（注２）
体育施設（市立公園内）（注３）
（注１）使用方法などの変更はありません。
（注２）一時使用の申請、公園・緑地に関する問い合わせは、指定
管理者が受け付けます。
（注３）申し込み方法や利用方法などは変更ありませんが、これま
で教育委員会が行っていた使用承認許可は指定管理者が行います。該
当する施設は下表のとおりです。

国
民
健
康
保
険

谷
戸
緑
地
体
験
学
習
館
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
活
動
の
増
進

を
図
る
と
い
う
施
設
の
目
的
か

ら
、
地
域
の
自
治
会
を
指
定
管

理
者
の
候
補
者
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。

　

３
月
の
議
会
で
は
、
候
補
者

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す

る
８
つ
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。　
　

　

市
と
指
定
管
理
者
は
、
施
設

の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
を
定
め
た
協
定
を
締
結
し
、

４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
る
施
設
の
管
理
運
営
に

移
行
し
ま
し
た（
左
上
表
参
照
）。

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
部
政
策

室

指定管理者制度

公の施設の
指定管理者が
　決定しました

　

医
療
費
通
知
は
こ
れ
ま
で
、

年
２
回
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

　

年
度
か
ら
は
２
カ
月
分
を
１

１８回
に
ま
と
め
、
年
６
回
（
偶
数

月
）
送
付
し
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
は
、
日
頃
の
健

康
や
医
療
の
適
正
な
受
診
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
に
医
療
費
明
細（　
１０

割
）
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
。

　

通
知
は
、
４
月
１
日
現
在　
１８

歳
以
上
の
方
に
は
個
人
に
、
そ

れ
以
外
の
方
に
は
世
帯
主
に
送

付
し
ま
す
。

※
送
付
を
希
望
し
な
い
方
は
、

５
月　

日
ま
で
に
連
絡
し
て
く

３１

だ
さ
い
（
過
去
に
不
要
の
連
絡

を
し
た
方
を
除
く
）
。

※
こ
の
医
療
費
通
知
は
、
会
社

の
社
会
保
険
や
老
人
保
健
制
度

な
ど
に
該
当
し
て
い
る
方
に
は

送
付
し
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

　

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

保
養
と
健
康
増
進
の
た
め
に
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
平
尾
・
若

葉
台
出
張
所
に
保
険
証
と
印
鑑

を
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
助
成
額　

旅
館
・
ホ
テ
ル
・

ペ
ン
シ
ョ
ン
＝
大
人
３
千
円
・

子
供
１
千　

円　

保
養
所
＝
大

８００

人
２
千
円
・
子
供
１
千　

円
３００

※
年
間（
４
月
〜
翌
年
３
月
）１

人
２
泊
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

ＰＦＩによる
中央図書館建設を
目指して○３１ 

▽問い合わせ
　市立図書館　�３７７－２１２３番

　

こ
れ
ま
で
に
も
お
伝
え
し

て
き
ま
し
た
が
、
中
央
図
書

館
は
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で

も
・
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る

図
書
館
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。さ
あ
、

図
書
館
へ
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

施
設
や
設
備
に
よ
る

　
　
　
　
　

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

道
路
か
ら
建
物
入
口
ま
で
は

車
い
す
用
の
ス
ロ
ー
プ
を
、
駐

車
場
に
は
、
障
害
者
専
用
の
ス

ペ
ー
ス
を
４
区
画
用
意
し
ま
し

た
。

　

中
央
図
書
館
と
隣
接
す
る
体

験
学
習
館
は
段
差
の
な
い
同
一

の
床
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
、

誰
で
も
安
全
に
使
え
ま
す
。
視

覚
に
障
害
の
あ
る
方
へ
の
誘
導

案
内
と
し
て
、
入
口
か
ら
サ
ー

ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
を
設
け
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
盲
導
犬
な
ど
訓
練
さ
れ

た
介
助
動
物
も
一
緒
に
入
館
で

き
ま
す
。
館
内
の
案
内
表
示
な

ど
は
、
弱
視
や
色
覚
障
害
の
あ

る
方
に
も
配
慮
し
た
配
色
と
な

っ
て
い
ま
す
。
車
い
す
用
の
閲

覧
席
や
視
聴
覚
資
料
の
視
聴
ブ

ー
ス
、
拡
大
鏡
付
き
の
閲
覧
席

も
あ
り
ま
す
。書
架
の
横
に
は
、

い
す
や
ソ
フ
ァ
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
場
で
座
っ
て
資

料
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ブ
ッ
ク
カ
ー
ト
を
使
う
と
、
館

内
で
資
料
の
持
ち
運
び
が
楽
に

な
り
ま
す
。

　

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
方

や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
な
ど
が

気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
、

多
機
能
ト
イ
レ
も
用
意
し
ま
し

た
。

　

音
訳
で
は
、
質
の
高
い
録
音

資
料
が
作
成
で
き
る
よ
う
完
全

防
音
の
録
音
室
を
設
置
し
、
テ

ー
プ
録
音
機
の
ほ
か 
Ｄ
Ａ  
Ｉ 
Ｓ
   

デ 

イ 

ジ

 
Ｙ 
図
書（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
）

ーを
作
成
・
再
生
で
き
る
機
器
を

備
え
ま
し
た
。
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
室
に
は
、
点
字
プ
リ
ン
タ
ー

や
拡
大
読
書
機
な
ど
を
備
え
ま

し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
形
態
、
方
法
で

読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
聴
覚
資
料（
Ｃ
Ｄ
）や
大

き
な
活
字
の
図
書
な
ど
を
備
え

ま
す
。
映
像
資
料
も
で
き
る
限

り
字
幕
版
を
揃
え
ま
す
の
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
登
録
を
す
る
と
、
録
音
図

書
・
点
字
資
料
や
「
録
音
図
書

新
作
情
報
」「
新
着
図
書
案
内
」

「
新
聞
月
報
い
な
ぎ
版
」
な
ど

の
情
報
テ
ー
プ
が
無
料
で
郵
送

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ

り
、
希
望
の
図
書
な
ど
を
テ
ー

目
指
す
は

�
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
�

で
き
な
い
病
院
や
高
齢
者
施

設
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て

い
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
電
話
や
フ

ァ
ク
ス
に
加
え
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
ど

こ
か
ら
で
も
図
書
館
を
利
用

で
き
る
手
段
が
増
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、い
つ
で
も
、

ど
こ
に
い
て
も
利
用
で
き
る

図
書
館
の
開
館
ま
で
あ
と
わ

ず
か
で
す
。

※
既
に
公
表
し
て
い
る
資
料

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

内
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

今
後
は
７
月
１
日
の
開
館
に

向
け
て
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ

ー
な
ど
で
も
図
書
館
の
案
内

を
し
ま
す
。

プ
に
録
音
す
る
音
訳
サ
ー
ビ
ス

や
対
面
朗
読
も
行
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
場
面
に
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
筆
談
、
手
話
、
外

国
語
や
Ｉ
Ｔ
知
識
な
ど
、
様
々

な
専
門
知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
へ

気
軽
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
気
配
り
の
行
き

届
い
た
温
か
い
雰
囲
気
を
目
指

し
ま
す
。

　

身
体
的
な
制
約
ば
か
り
で
な

く
、
言
葉
や
時
間
や
そ
の
ほ
か

様
々
な
理
由
で
、
こ
れ
ま
で
図

書
館
を
利
用
し
に
く
か
っ
た
方

も
利
用
で
き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
を

図
り
な
が
ら
、
き
め
の
細
い
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

直
接
図
書
館
に
来
る
こ
と
が

資
料
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

人
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
　

年
４
月
に
運
行
を
開
始
し

１４
た
�
バ
ス
は
、
今
年
で
４
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
乗
客
数
が
延
べ

　

万
人
を
突
破
し
、　

月
に
は

５０

１２

「
平
尾
団
地
〜
京
王
よ
み
う
り

ラ
ン
ド
駅
」
の
路
線
を
「
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
丘
の
湯
」
ま
で
延

※
運
行
ダ
イ
ヤ
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

�

�
��

��
�
��
��

��

　

尾
根
幹
線
の
交
通
開
放
に
伴

い
、
４
月　

日（
日
）３
時
か
ら

２３

矢
野
口
地
区
の
運
行
ル
ー
ト
を

変
更
し
、
バ
ス
停「
矢
野
口
駅
」

「
榎
戸
」
の
位
置
を
尾
根
幹
線

上
に
移
動
し
ま
す（
下
図
参
照
）。

矢野口駅�

右回り�

バス停位置�

平尾団地～よみうり�
ランド丘の湯�

左回り�

矢野口交番�
矢野口駅�

尾根
幹線
�

鶴川街道�

川崎街道�

ＪＲ南武線�

ラ
ン
ド
通
り�

い
ち
ょ

う
並
木通り

榎戸�

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通

対
策
係

国民健康保険の保養施設
電　話所在地施設名区分

０２７８－７２－３２００群馬県水上町松の井ホテル

旅
館
・
ホ
テ
ル
・
ペ
ン
シ
ョ
ン（　

カ
所
）

１１

０４７０－９５－３３５１千葉県鴨川市旅館　安房家（あわや）

０４６０－５－６０００神奈川県箱根町ホテル　おかだ

０４６５－６３－３１１１神奈川県湯河原町青巒荘（せいらんそう）

０４６５－６３－０１５１神奈川県湯河原町ホテル城山

０４６５－６８－１２５１神奈川県真鶴町一望閣（いちぼうかく）

予約＝（株）四季
の自然舎
０１２０－１５６－２３４

神奈川県三浦市マホロバマインズ三浦

新潟県湯沢町ホテルスポーリア湯沢

０２５－７７３－３４５６新潟県六日町ほてる木の芽坂

０２６１－７２－７２５５長野県白馬村リゾートイン・ヴィヴァルディ

０５５７－３８－７１１１静岡県伊東市ウェルネスの森　伊東

０２６６－７４－２３１１長野県原村樅の木荘（もみのきそう）保
養
所（　

カ
所
）

５６ ０４２６－５２－４１２６東京都八王子市夕やけ小やけふれあいの里

全国５４カ所にあります国民年金保養所

伸
し
た
他
、
同
路
線
の
休
日
運

行
、 
迂  
回 
路
線（
デ
マ
ン
ド
）の

う 

か
い

本
路
線
化
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
足
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
�
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

施設公園名
野球場、総合グラウンド、総合体育館稲城中央公園
多目的広場、テニスコート若葉台公園

テニスコート北緑地公園、城山
公園、大丸公園

プール大丸第２公園
野球場、ソフトボール場、ゲートボー
ル場、自由広場多摩川緑地公園

保
養
施
設（
左
表
参
照
）の
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

▽
対
象　

市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
、
保
険
税
を
完
納
し
て

い
る
方

※
国
保
加
入
者
以
外
の
方
は
、

宿
泊
は
で
き
ま
す
が
、
助
成
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
利
用
方
法　

保
養
施
設
に
電

話
な
ど
で
直
接
予
約
し
た
後
、

利
用
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�バスの運行ルートとバス停位置（４月２３日３時から）

���������

 

保
養
施
設
の

　
　
　
　

利
用
助
成

��������������������������

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�� 

医

療

費

通

知 



１８・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（４）

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と

①
都
内
及
び
近
県
で
、
保
育
事

業
及
び
類
似
事
業
を
運
営
し
て

い
る
事
業
者
等（
提
携
、連
携
す

る
場
合
も
含
む
）
。

※
類
似
事
業
＝
幼
稚
園
、
学
童

ク
ラ
ブ
、
幼
児
教
室
な
ど
、
子

ど
も
の
保
育
な
ど
に
つ
い
て
の

専
門
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

事
業

※
事
業
者
等
＝
株
式
会
社
、
社

会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

学
校
法
人
及
び
個
人
等
民
間
事

公
募
し
ま
す�

Ａ
型
認
証
保
育
所

Ａ
型
認
証
保
育
所�

　
　
　

　
　
　  

　
開
設
事
業
者

　
開
設
事
業
者�
Ａ
型
認
証
保
育
所

Ａ
型
認
証
保
育
所�

　
　
　
　

　
　
　
　  

開
設
事
業
者

開
設
事
業
者�
Ａ
型
認
証
保
育
所

Ａ
型
認
証
保
育
所�

　
　
　

　
　
　  

　
開
設
事
業
者

　
開
設
事
業
者�
Ａ
型
認
証
保
育
所�

　
　
　
　  

開
設
事
業
者�

業
者
。
た
だ
し
、
個
人
に
つ
い

て
は
原
則
と
し
て
採
用
後
開
設

ま
で
に
法
人
格
を
取
得
す
る
こ

と
。

②
都
要
綱
の
５
に
規
定
す
る
設

置
者
の
要
件
を
満
た
す
事
業
者

等▽
条
件　

①
開
設
予
定
地
＝
矢

野
口
、
南
多
摩
、
若
葉
台
の
各

駅
前　

②
開
設
時
期
＝　

年
８

１８

月
ご
ろ　

③
定
員
＝
１
施
設
当

た
り　

人
以
上　

④
対
象
児
童

３０

＝
市
民
を
優
先
と
し
た
、
０
歳

（
産
休
明
け
）か
ら
小
学
校
就
学

前
ま
で
の
、
月　

時
間
以
上
の

１６０

保
育
を
要
す
る
児
童
（
都
要
綱

に
よ
り
、
定
員
の
半
数
以
上
を

３
歳
未
満
児
と
す
る
）

※
建
物
設
備
、
職
員
配
置
な
ど

は
、
都
要
綱
及
び
都
細
目
に
よ

る
基
準
以
上
と
す
る
。

※
詳
細
は
、
募
集
要
網
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

　

不
具
合
の
あ
る
家
具
・
家

電
は
、
修
理
し
て
使
い
ま
し

ょ
う
。

▽
期
日　

毎
週
木
曜
日

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

▽
費
用　

修
理
代

※
相
談
・
下
見
は
無
料

▽
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ　

�　

・
５
３
７
４
番

３７９

修　

理　

工　

房

※
５
月
か
ら
は
、
毎
週
日
・

月
曜
日
、
祝
日
が
休
み
に
な

り
ま
す
。

　

年
度
上
半
期
の
行
事
予
定

１８

▽
時
間　

２
時
〜

▽
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル（
町

田
駅
下
車
）

▽
費
用　

無
料

※
未
就
学
児
も
入
場
で
き
ま
す
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
予
約
制
。

生
後
６
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
。

費
用
１
人　

円
）も
あ
り
ま
す
。

５００

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に
、

代
表
者
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
人

数
と
全
員
の
氏
名
・
学
年
（
年

齢
）
を
記
入
し
、
〒　

・　

府

１８３

０００１

中
浅
間
郵
便
局
留
「
子
ど
も
体

験
塾
・
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
町

田
係
」
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

場
合
は
、「
託
児
希
望
」・
希
望

人
数
・
年
齢
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

東
京　

市
町
村
で
は
、
次
世

３９

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊

か
に
夢
と
希
望
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
感
動

体
験
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
体

験
塾
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
楽
し

　

市
で
は
、
地
震
に
対
し
て
住

宅
が
ど
の
程
度
の
耐
震
性
能
を

有
し
て
い
る
か
を
調
査
す
る
木

造
住
宅
耐
震
診
断
の
た
め
の
費

用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
あ
る
木
造
住

宅（
現
に
居
住
し
て
い
る
住
宅
）

で
、
新
耐
震
基
準
（
昭
和　

年
５６

６
月
１
日
施
行
）
前
に
建
築
し

た
、
個
人
が
所
有
す
る
住
宅

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断

※
希
望
に
よ
り
精
密
診
断

▽
診
断
費
用　

建
築
士
事
務
所

協
会
に
依
頼
の
場
合
、　

万
円

１５

〜　

万
円（
消
費
税
を
除
く
）

２０
▽
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の

２
分
の
１
以
内
で
、
２
万
５
千

円
ま
で（
消
費
税
を
除
く
）。　

※
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。　

▽
助
成
ま
で
の
流
れ　

左
図
の

と
お
り　

▽
問
い
合
わ
せ　

警
防
課
防
災

係 ▽
申
込
期
限　

５
月　

日
消
印

１５

有
効

▽
主
催　

東
京
都
市
長
会

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
部
政
策

室
　

市
立
病
院
は
、一
次
診
療（
初

��
��
��
��
��
��
��
��

診
や
慢
性
疾
患
の
治
療
）
を
行

う
「
か
か
り
つ
け
医
」
な
ど
か

ら
の
紹
介
状
を
持
っ
た
方
が
受

診
す
る
、
二
次
診
療
（
入
院
や

専
門
的
な
治
療
）
を
行
う
医
療

機
関
で
す
。

　

紹
介
状
が
な
い
方
が
初
診
を

受
け
る
場
合
は
、特
定
療
養
費

制
度
に
基
づ
き
、
１
千
３
６
０

円
が
自
費
で
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
費
用
は
、
乳
幼
児
医
療
証

や
障
害
者
受
給
者
証
な
ど
の
公

費
負
担
制
度
が
適
用
さ
れ
る
方

で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
。

※
受
診
の
際
は
必
ず
保
険
証
や

各
種
医
療
証
な
ど
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

一
般
診
療

▽
診
療
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

▽
診
療
科
目　

内
科
、小
児
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外

科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、

産
婦
人
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、

泌
尿
器
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
精

神
科
、
健
診
科

▽
受
付
時
間　

①
初
診
＝
８
時

　

分
〜　

時　

②
再
診
＝
８
時

３０

１１

　

分
〜　

時　

分　

③
午
後
の

３０

１１

３０

専
門
外
来
＝
１
時
〜
３
時

▽
診
療
時
間　

①
午
前
＝
一
般

外
来
・
９
時
〜

※
救
急
の
方
や
重
症
の
方
を
優

先
し
ま
す
。
初
診
や
予
約
の
な

い
再
診
の
方（
特
に
内
科
）は
、

受
診
す
る
方
が
多
い
た
め
、
長

時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

②
午
後
＝
専
門
外
来（
予
約
制
）

※
初
診
や
予
約
の
な
い
再
診
の

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

救
急
診
療

　

救
急
の
方
に
対
応
す
る
救
急

外
来
を
夜
間
・
休
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

救
急
外
来
は
、
内
科
・
外
科

系
・
小
児
科
・
産
婦
人
科
の
医

師
各
１
人
が
交
替
制
で
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

当
番
医
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
症
状
に
応
じ
た
専
門
で
は

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
救

急
処
置
の
み
を
行
い
ま
す
。

※
当
番
医
師
は
病
棟
担
当
を
兼

務
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
院
中

の
方
の
容
態
が
急
変
し
た
時
な

ど
は
、
救
急
の
受
け
入
れ
を
一

時
的
に
停
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

救
急
外
来
受
診
の
際
は
、
必

ず
前
も
っ
て
電
話
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
立
病
院　

�　

・
０
９
３
１
番
、h

ttp
://

３７７

w
w
w
.h
o
sp
ita
l.in
a
g
i.to

k
y
o.jp
/

①
相
談
、
診
断
機
関
の
紹
介
等�

助成までの流れ�

②
診
断
機
関
に
調
査
内
容
、
見�

　
積
り
を
依
頼�

③
耐
震
診
断
の
契
約
、
診
断
の
実
施�

④
申
請
書
の
提
出�

⑤
交
付
決
定�

⑥
助
成
金
交
付
請
求
の
提
出�

⑦
助
成
金
の
指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み�

内　容月

おもちゃの病院５月２０日（土）

裂き布ぞうり講
習会６月２７日（火）

せっけんづくり７月２９日（土）

親子でエコクッ
キング８月２６日（土）

おもちゃの病院９月１６日（土）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

木木
造造
住住
宅宅
耐耐
震震
診診
断断
費費

　

前
回
は
、
基
本
構
想
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
基
本
計
画
の
概
要

を
中
心
に
、
複
合
施
設
と
し

て
の
機
能
相
関
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
の
方
向
性

　

施
設
予
定
地
の
若
葉
台
駅

前
は
、
市
域
の
中
で
も
目
覚

し
い
発
展
の
過
程
に
あ
り
ま

す
。

　

新
文
化
セ
ン
タ
ー
を
若
葉

台
や
周
辺
の
長
峰
・
坂
浜
地

区
の
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
市
の
発
展
に
不
可

欠
な
文
化
芸
術
の
活
動
及
び
創

造
拠
点
と
し
て
、
音
楽
・
演
劇

な
ど
の
専
用
ホ
ー
ル
を
位
置
付

け
ま
す
。

　

新
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、【
生

涯
学
習
・
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ー
施
設
】

【
児
童
・
青
少
年
施
設
】
【
図

書
施
設
】【
ホ
ー
ル
施
設
】【
出

張
所
な
ど
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
施

設
】
の
施
設
的
条
件
を
十
分
に

生
か
し
、
効
率
的
か
つ
機
能
的

に
配
置
す
る
施
設
構
成
を
目
指

し
ま
す
。
各
施
設
が
必
要
と
す

る
機
能
・
構
成
の
確
保
を
行
い

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
補

完
し
合
う
こ
と
で
、
重
複
す
る

機
能
を
削
り
、
整
備
全
体
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
を
図
り
、
事
業
の

効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

施
設
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト

①
動
線
処
理

　

利
用
者
の
目
的
に
応
じ
た
動

線
と
、
多
機
能
と
の
交
流
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
動
線
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

各
施
設
の
利
用
時
間
帯
が
異
な

る
場
合
に
も
対
応
可
能
な
動
線

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

②
防
災
・
安
全

　

複
数
の
機
能
を
整
備
す
る
こ

と
か
ら
、
様
々
な
利
用
者
の
安

全
性
の
確
保
に
十
分
配
慮
し
、

各
施
設
か
ら
の
明
確
な
非
難
動

線
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
防

災
の
拠
点
と
な
る
こ
と
に
も
配

慮
し
ま
す
。

③
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

高
齢
者
や
障
害
者
へ
配
慮
し

た
施
設
整
備
を
行
い
、
市
民
の

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
し
や
す

い
仕
様
で
整
備
し
ま
す
。

④
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
で

親
し
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

　

若
葉
台
駅
前
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
位
置
付
け
に
な
る
施
設
と
し

ま
す
。
ま
た
、
周
辺
環
境
に
調

和
し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
デ

ザ
イ
ン
と
な
る
よ
う
に
配
慮
し

ま
す
。

⑤
景
観
形
成
へ
の
配
慮

　

建
物
が
周
辺
に
圧
迫
感
を
与

　

明
る
く
開
放
的
で
、
風
力

や
太
陽
光
、
雨
水
を
利
用
す

る
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

で
き
る
だ
け
活
用
し
た
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
に
努
め
、
環
境

負
荷
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。

（仮称）
新文化センター
建設にむけて③

▽問い合わせ　　　　
　　生涯学習課社会教育係

え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

⑥
室
内
環
境
の
確
保

　

複
合
施
設
の
た
め
、
施
設
内

外
か
ら
の
騒
音
・
遮
音
対
策
を

行
い
、
で
き
る
だ
け
影
響
を
受

け
な
い
空
間
を
確
保
し
ま
す
。

⑦
自
然
環
境
へ
の
配
慮

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

小講座・集会�
スペース�

学習スペース�

保育�
スペース�

創作�
スペース�

育成�
スペース�

プレイ�
スペース�

情報スペース�
ロビー�
スペース�

エントランス�

事務室�
兼整理室� 図書�

スペース�

駐車場�

舞台�

搬入�
動線�

客席�

調整室�

指導員�
控え室�

スタジオ�
スペース�

楽屋�

児童�
コーナー�

ギ
ャ
ラ
リ
ー�

ス
ペ
ー
ス�

市
役
所
出
張
所�

ホ
ワ
イ
エ�

駐
輪
場�

中講座・集会�
スペース�

印刷�
室�

大講座・集会スペース�

実習�
スペース�

凡例：� 関連のある機能�

直接的動線が望ましいもの�

機能が直接接しているもの�

生涯学習・コミュニティ施設�
�

児童・青少年施設� 図書施設�

ホール施設� サービス施設�

施設機能相関図
▽
費
用
の
補
助　

①
運
営
費
＝

稲
城
市
認
証
保
育
所
運
営
費
補

助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
算
出
し

た
額　

※
開
設
準
備
経
費
の
補
助
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▽
応
募
期
限　

４
月　

日
２５

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

子
育

て
支
援
課
保
育
係

く
学
ぶ
！
米
村
で
ん
じ
ろ
う
の

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

稲
城
市
・
多
摩
市
・

町
田
市
の
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

▽
期
日　

７
月　

日（
月
）

２４

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

楽
し
く
学
ぶ
!

　

楽
し
く
学
ぶ
!

米
村
で
ん
じ
ろ
う
の

米
村
で
ん
じ
ろ
う
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー



１８・４・１５（５）　代表電話は３７８－２１１１番

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。　秘書広報課広報広聴係

　

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
、
家

具
転
倒
に
よ
る
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
家
具
転
倒
防
止
器
具

（
下
図
参
照
）と
取
り
付
け
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①　

歳
以
上
の
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
の
方
ま
た
は
高
齢
者

の
み
世
帯
の
方　

②
家
具
転
倒

防
止
器
具
を
自
身
で
取
り
付
け

る
こ
と
が
困
難
な
方　

③
前
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方

▽
内
容　

家
具
転
倒
防
止
器
具

（
３
組
ま
で
）と
取
り
付
け
費
用

を
市
が
負
担

※
借
家
な
ど
の
場
合
は
、
所
有

者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
方
法　

高
齢
福
祉
課
に

あ
る
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
方

や
歩
行
困
難
な
方
が
乗
車
す
る

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
の
運
転
協
力

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
下
で
、
普
通

７０

自
動
車
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

の
健
康
な
方

※
薄
謝
を
支
払
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　 名  嘉  眞 麻希さん（３０歳）は、青年海外
な か ま

協力隊として、４月から２年間、中国

で美術の指導に当たります。

　東京芸術大学絵画科（油絵）を卒業後、

旅行で訪れたカンボジアのまちで、ガ

イドや観光業のために日本語を学ぶ若

者たちに出会いました。そこで、貧し

いながらも一生懸命に学ぼうとする若

者の姿に心を突き動かされた名嘉眞さ

んは、「豊かな国である日本に生まれ

た私に何かできないか」と思ったそう

です。その後、語学留学やメキシコで

の日本語指導などの経験を通して多く

の異文化に触れるうち、その思いは強

くなり、「自分の特技を生かして、国

際協力に役立ちたい」と、今回の志望

に至ったそうです。

　派遣先は、中国の湖南省にある職業

専門学校で、美術を専攻する学生にデ

ザインの基礎やグラフィックを指導し、

現代的なデザイン感覚を紹介します。

また、日中両国の親善的な役割も担い

ます。

　名嘉眞さんは、「日本人のものの見

方や考え方も伝えることで、心の交流

を深めたい」「明るく、元気に、楽し

くをモットーに活動できれば」と、期

待を胸に抱負を語ってくれました。

▲

「
２
年
間
の
活
動
記
録
を

得
意
の
ス
ケ
ッ
チ
で
残
し
ま
す
」

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������															
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�
�ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ

運
転
協
力
員

　

ゆ
う
芳
の
里
で
、
梅
の
も
ぎ

�
�
�
�
�

 
梅
の
も
ぎ
取
り
体
験

▽
対
象　

小
学
生

▽
期
日　

木
曜
日（
月
３
回
）

▽
時
間　

２
時
〜
４
時

▽
会
場　

複
合
施
設
ふ
れ
ん
ど

平
尾

�
�
�
�

 

書
道
教
室

取
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

も
い
だ
梅
は
有
料
で
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
期
間　

５
月
中
旬
〜
６
月
中

旬※
実
施
日
は
通
知
し
ま
す
。

▽
会
場　

ゆ
う
芳
の
里（
坂
浜
）

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４０

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
期
限　

５
月　

日
３０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ゆ
う
芳
の
里　

�　

・
１
３
０

３３１

０
番

　

火
災
発
生
の
緊
急
事
態
に
備

え
て
、住
宅
用
火
災
警
報
器（
室

内
の
火
災
を
熱
ま
た
は
煙
で
感

知
し
、
屋
内
外
に
警
報
音
で
知

ら
せ
る
機
器
）を
給
付
し
ま
す
。

※
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
と
連
動
さ
せ
ま
す
。

▽
対
象　

居
住
環
境
か
ら
防
火

な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①

　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や

６５高
齢
者
の
み
世
帯
の
方　

②
寝

た
き
り
の
高
齢
者
で
、
常
時
注

意
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
方

▽
費
用　

所
得
に
よ
り
、
一
定

の
費
用
を
負
担

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

��
��
��
��
��

�

家
具
転
倒
防
止
器
具
と

家
具
転
倒
防
止
器
具
と

取
り
付
け
費
用

取
り
付
け
費
用

壁にピッタリ�
つけてください。�

Ｌ字型金具�

家具下敷き�

家具支えつっぱり棒�

▲

家
具
転
倒
防
止
器
具（
一
例
）

　

家
賃
債
務
保
証
制
度
は
、
保

証
人
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
民

間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
が
困
難

な
高
齢
者
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。

　

初
回
保
証
料
や
年
間
保
証
料

を
自
己
負
担
す
る
こ
と
で
、
入

居
か
ら
退
去
・
明
け
渡
し
ま
で
、

保
証
人
の
代
わ
り
に
民
間
保
証

会
社
の
金
銭
保
証
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

６５
世
帯
の
方　

②　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
の
み
世
帯
の
方

▽
内
容　

①
市
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
民
間
保
証
会
社
を
紹
介

②
利
用（
保
証
委
託
契
約
）の
際
、

初
回
に
支
払
う
保
証
料
の
一
部

を
市
が
助
成

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

�

�
�
�
�
�
�

��
�

�
�
�
�
�
�
�
	

��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
・
生

徒
が
小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る

た
め
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

援
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
世
帯　

①
市
内
に
住
所
を

有
す
る
母
子
・
父
子
世
帯
で
、

　

年
度
小
・
中
学
校
に
入
学
す

１８る
児
童
・
生
徒
が
い
る
世
帯　

②　

歳
以
上
の
子
供
が
い
な
い

２０
世
帯　

③　

年
度
の
市
民
税
が

１７

非
課
税
の
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
。

▽
金
額　

小
学
校
＝
３
万
９
千

　

円
、
中
学
校
＝
４
万
６
千　

５００

１００

円▽
申
請
方
法　

生
活
福
祉
課
に

あ
る
申
請
書
に
、
入
学
証
明
書

（
市
立
小
・
中
学
校
の
場
合
は

不
要
）
と　

年
度
の
市
民
税
非

１７

課
税
証
明
書
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

５
月　

日
１０

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

老
人
性
白
内
障
の
手
術
を
行

っ
た
方
で
身
体
上
の
理
由
に
よ

り
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
で
き
ず
、

特
殊
眼
鏡
ま
た
は
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
を
必
要
と
す
る
次
の
対

象
の
方
に
、
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
市
内
に
住
所
を
有

す
る　

歳
以
上
の
方　

②
本
人

６５

の
所
得
が
左
表
の
基
準
額
以
下

の
方　

③
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
方

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
眼

内
レ
ン
ズ
を
挿
入
で
き
な
い
理

由
が
書
か
れ
た
医
療
機
関
の
証

明
書　

②
特
殊
眼
鏡
な
ど
の
領

収
書

※
手
術
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

所得基準額表

基準額扶養親族

２,５７２,０００円０人

３,０５２,０００円１人

３,４３２,０００円２人

　

少
な
い
年
会
費
（
Ａ
コ
ー
ス

＝
１
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円

の
見
舞
金
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
５
０

０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見

舞
金
）
で
加
入
で
き
る
、
交
通

災
害
に
つ
い
て
の
助
け
合
い
制

度
で
す
。

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
・
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

※
次
の
方
は
市
負
担
で
Ｂ
コ
ー

ス
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

※
コ
ー
ス
変
更
も
で
き
ま
す
。

①
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
方　

②
身
体
障
害
者
手
帳
、

愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
で
高
齢
福

祉
課
に
届
け
出
が
あ
り
、
施
設

に
入
所
し
て
い
な
い
方　

③
消

防
団
員
の
方　

④　

歳
以
上
の

７０

方
（
共
済
期
間
中
に　

歳
に
な

７０

る
方
は
、
そ
の
日
か
ら
加
入
し

ま
す
）

▽
共
済
期
間　

加
入
申
し
込
み

の
翌
日
か
ら　

年
３
月　

日
ま

１９

３１

で▽
申
し
込
み　

市
民
課
、
平
尾

申
し
込
み
受
付
中
！

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

�

東
京
都
市
町
村
民

東
京
都
市
町
村
民

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済

・
若
葉
台
出
張
所
、
市
内
の
各

金
融
機
関（
郵
便
局
を
除
く
）

※
交
通
事
故
に
遭
っ
た
時
に
は
、

ど
ん
な
小
さ
い
事
故
（
自
転
車

の
単
独
事
故
な
ど
）
で
も
必
ず

警
察
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民

窓
口
係

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上

４０

　

歳
未
満
で
、
市
税
な
ど
に
未

６０納
が
な
く
、
心
身
と
も
に
健
康

な
方

▽
内
容　

国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
訪
問
に
よ
る
納
付
案
内
業

務
、
徴
収
業
務

▽
担
当
地
区　

平
尾
地
区

▽
勤
務
日
数　

月　

日
程
度

１８

▽
勤
務
時
間　

８
時
〜
午
後
９

時
の
う
ち
１
日
８
時
間
以
内
で

週　

時
間
未
満

３０
▽
報
酬　

時
給　

円
（
歩
合
給

８５０

あ
り
）

▽
選
考　

書
類
・
面
接

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

４
月　

日
必
着

２８

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

納
税

課
納
税
係

�
�
�
���

��
��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��

　

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
「
寝
た

き
り
」
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
転
倒
を
予
防
す
る

に
は
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
機
能

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
「
日
常

の
動
作
が
楽
に
な
っ
た
」
「
つ

ま
づ
か
な
く
な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上

６０

の
方

▽
期
日　

５
月　

日
〜
６
月　

１２

３０

日
の
金
曜
日（
全
８
回
）

▽
時
間　

９
時　

分
〜　

時

３０

１１

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

１５

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

��
��
��
��

��
��
��
��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

入
学
費
用
の
一
部
を

 
入
学
費
用
の
一
部
を

援
助
し
ま
す

援
助
し
ま
す

▽
費
用　

２
千　

円（
月
額
）

５００

▽
定
員　

５
人（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
方
法　

直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

申し込み・問い合わせ
�３７８・８４２６番

シルバー
人材
センター

申し込み・問い合わせ
� ３７７・２２１２番

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
２８

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

��
��
��
��
��
��
��
��
		

��
��
��
��
��
��
��
��
��

��
��



１８・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（６）

古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

▽
期
日　

５
月　

日（
月
）

22

▽
時
間　

９
時
〜
正
午

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
検
診
日
現
在　

歳
以
上
で

35

前
回
検
診
月
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
X
線
撮
影

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

44

※
抽
選
結
果
は
検
診
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
ま
た
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://w

w
w
.

カレンダー カレンダー カレンダー 
�

土４／１５

＋休日急病診療所　向陽台クリニック（向陽台）９時～５時�３７８－６６７７日○１６ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月１７

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１８

１歳６カ月児健康診査（１６年９月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時～４時 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水１９

３歳児健康診査（１５年３月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２０

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金２１

休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター

土２２

＋休日急病診療所 菊池医院（百村）９時～５時�３７８－３３３３日○２３ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２４

４カ月児健康診査（１７年１２月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２５

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水２６

法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木２７

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２８

みどりの日
＋休日急病診療所　簡野クリニック（平尾）９時～５時�３３１－８５７０土○２９ 

＋休日急病診療所　あべ内科クリニック（東長沼）９時～５時�３７９－４８７０日○３０
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月５／１

※（予約必要）の相談は、前日の午前８時３０分から予約を受け付けます。経済課消
費生活係の相談　�３７８－２２８６番

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

�　

・

３
４
２
１
番　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
記
事
の
記
載
さ
れ
る

広
報
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に

は
、
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
は
か

な
り
下
火
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
「
今
年
は
ス

ギ
花
粉
が
少
な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
例
年
よ

り
や
や
少
な
め
の
飛
散
で
し

た
。
杉
の
木
が
あ
る
限
り
花

粉
は
飛
ぶ
の
で
す
。
花
粉
は

多
か
れ
少
な
か
れ
毎
年
飛
ぶ

の
で
す
。
ス
ギ
花
粉
症
の
人

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
な

る
べ
く
楽
に
過
ご
せ
る
か
？

①
暇
と
金
が
あ
る
人
は
ス
ギ

花
粉
が
な
い
場
所
（
海
外
、

日
本
で
は
北
海
道
と
沖
縄
）

へ
行
く
こ
と
で
す
。　

②
大

抵
の
人
は
前
述
の
方
法
は
困

難
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ス

ギ
花
粉
は
薬
で
予
防
で
き
る

の
で
す
。
ス
ギ
花
粉
症
の
症

状
の
発
現
は
、
ス
ギ
の
花
粉

が
鼻
の
粘
膜
に
付
着
す
る
と

色
々
な
反
応
に
続
き
、
粘
膜

の
細
胞
か
ら
種
々
の
化
学
物

質
が
放
出
さ
れ
る
と
花
粉
症

に
特
有
な
く
し
ゃ
み
、鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
が
起
こ
り
ま
す
。

　

化
学
物
質
の
主
役
は
ヒ
ス

タ
ミ
ン
と
言
う
物
質
で
す
。

こ
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
体
の
中

の
組
織
に
受
け
皿
（
ヒ
ス
タ

ミ
ン
受
容
体
ま
た
は
ヒ
ス
タ

ミ
ン
レ
セ
プ
タ
ー
と
言
い
ま

す
）
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ス
タ

ミ
ン
受
容
体
に
ヒ
ス
タ
ミ
ン

が
付
着
す
る
と
症
状
が
出
る

の
で
す
。

　

そ
こ
で
ヒ
ス
タ
ミ
ン
受
容

体
に
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
付
着
す

る
前
に
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
受
容

体
と
薬
を
付
着
さ
せ
、
ヒ
ス

タ
ミ
ン
が
付
着
で
き
な
け
れ

ば
症
状
は
発
現
し
ま
せ
ん（
こ

の
薬
を
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
と

い
い
ま
す
）
。
す
べ
て
の
ヒ

ス
タ
ミ
ン
受
容
体
を
薬
が
埋

め
尽
く
す
の
に
１
〜
２
週
間

か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
ス
ギ

花
粉
が
飛
ぶ
２
週
間
前
か
ら

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
を
服
用
す

れ
ば
、
ス
ギ
花
粉
症
は
予
防

で
き
る
の
で
す
。
ち
な
み
に

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
は
ス
ギ
花

粉
症
の
治
療
薬
で
も
あ
り
ま

す
。
で
は
症
状
が
出
て
か
ら

治
療
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
効
果

が
現
れ
る
の
に
２
週
間
位
か

か
る
た
め
、
効
果
も
悪
く
な

り
ま
す
。
薬
が
効
い
て
い
る

か
否
か
は
鼻
の
粘
膜
を
見
る

と
判
り
ま
す
。

稲
城
市
医
師
会　

木
村
栄
成

������
������
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都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
整

備
を
計
画
的
・
効
率
的
に
推
進

す
る
た
め
、
都
区
市
町
が
共
同

で
整
備
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

整
備
方
針
で
は
、
今
後　

年
１０

間
に
優
先
的
に
整
備
に
着
手
す

る
予
定
の
「
優
先
整
備
区
域
」

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
都
市

整
備
局
公
園
緑
地
計
画
担
当　

�　

・
５
３
８
８
・
３
２
６
４

０３
番
、h

ttp
://w
w
w
.tosh

isei

b
i.m
etro.tok

y
o.jp
/

、
市
役

▽
利
用
で
き
る
税
金　

自
動
車

税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取

得
税
な
ど

▽
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア　

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ

ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ

ー
ソ
ン
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
八
王

子
都
税
事
務
所　

�　

・　

・

042

644

1
1
1
１
番

▽
利
用
で
き
る
税
金　

自
動
車

税
、
不
動
産
取
得
税
、
個
人
事

業
税
、
鉱
区
税
な
ど

▽
金
融
機
関　

み
ず
ほ
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、り
そ
な
銀
行
、

埼
玉
り
そ
な
銀
行
、千
葉
銀
行
、

東
和
銀
行
、
京
葉
銀
行
、
郵
便

　

私
た
ち
が
自
ら
企
画
・
実
施

す
る
「
稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま

つ
り
」
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
併
せ
て

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
日　

５
月
４
日（
休
）・
５

日（
祝
）

▽
時
間　
　

時
〜
午
後
６
時

１０

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
対
象　

非
営
利
の
個
人
ま
た

は
団
体

▽
募
集
数　
　

区
画（
先
着
順
）

８０

▽
費
用　

１
日　

円
（
１
区
画

500

約
２
ｍ
×
２
ｍ
）

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
９
時
〜
午

後
７
時
）
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
２５

長
池
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
長
池
公

園
で
、
の
ん
び
り
と
様
々
な
教

室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
教
室
名　

お
は
な
し
会
、
大

人
の
た
め
の
英
会
話
教
室
、
英

e

‐to
k
y
o
.lg
.jp

）
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
必
着

24

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
る
都
税
の
種
類
が

増
え
ま
し
た

A
T
M
を
利
用
し
て 

都
税
が
納
付
で
き
ま
す

局※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、

テ
レ
ホ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
主
税

局　

�　

・
５
３
８
８
・
２
９

０３

２
４
番

�
�
�
�
�
�
�
�

 
市
民
の
手
づ
く
り
ま
つ
り

２
０
０
６

▽
会
場　

城
山
公
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
内
容　

①
リ
サ
イ
ク
ル
と
分

か
ち
合
い
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト　

②
多
芸
多
彩
な
ま
つ
り
の

演
出　

③
心
の
こ
も
っ
た
手
づ

く
り
飲
食
売
店　

④
エ
ン
ジ
ョ

イ
ス
ポ
ー
ツ　

⑤
新
鮮
で
安
全

な
稲
城
産
野
菜
販
売
コ
ー
ナ
ー

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
市
民

活
動
に
ふ
れ
あ
う
展
示

▽
後
援　

稲
城
市
、　

い
な
ぎ

（財）

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス
財
団
、

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い

な
ぎ
運
営
協
議
会

語
で
遊
ぼ
う
、
工
作
教
室
、
絵

手
紙
教
室
、
植
物
勉
強
会
、
大

人
の
た
め
の
書
道
教
室
、
朗
読

の
会
、ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
教
室
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
教
室
、
メ

ン
タ
ル
相
談
室
、
犬
の
し
つ
け

教
室
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
勉
強

会▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
池
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　

�　

・　

・
４
６
１
６
番
、http:

０４２

６７８

//w
w
w
.p
om
p
oco.or.jp
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　夫の暴力、離婚、セクハラ、生き
方など、専門の相談員が応じます。
秘密厳守。無料です。
※前日までに予約必要

▽日時　毎月第１・３水曜日、第４
土曜日　１０時～４時

▽問い合わせ　協働推進課女性青少
年係�３７８－２１１２番 

▼

は
が
き
記
入
例
（
裏
面
）

「胃がん検診受診希望」
１．期日　５月２２日
２．会場　城山文化セン

ター
３．住所
４．氏名・性別
５．生年月日・年齢
６．電話番号
７．前回検診年月日
※初めての方は「初診」
と書いてください。

ふりがな

▽
申
込
先　

稲
城
手
づ
く
り
市

民
ま
つ
り
２
０
０
６
実
行
委
員

会　

中
村　

�　

・
０
６
９
４

331

番

��������	
��������	


　お子さんなどの救急時に医療機関を
紹介します。

稲城消防署　　 �377－7119番
東京都保健医療情報センター

�03－5272－0303番△

問い合わせ　保健センター

�378－3421番

所
緑
と
建
設
課
緑
と
水
の
係

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

�
�
�
�
�
�

 
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の

整
備
方
針


